様式第４号
	代　表　相　続　人　選　定　届

	　被相続人　　　　　　　に係る村税の賦課徴収及び還付に関する書類を受領する代表者を定めたので、地方税法第９条の２第１項の規定により届け出ます。

年 　　月 　　日
千早赤阪村長　　　　　殿
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	代表相続人
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(（ふり),氏)　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がな）),名)
	

	
	生年月日
	　　　年　　　月　　　日　　

	
	電話番号
	

	備　考
	

	
	


左の通り、相続人全員、連署します。

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

1. ◎記載上の注意

2. 「相続人」欄には、相続人となるかどうかについて紛争があり、その者が相続人であるかどうか明らかでない者（不確定相続人）も含めること。この場合において、不確定相続人となる理由を備考欄に記載して下さい。

3. 遺言による包括遺贈で法人が相続人となる場合は、「氏名」欄にその名称を、「住（居）所欄にその所在地を記載して下さい。

4. 「続柄」欄には、遺言による包括遺贈を受けた者については「包括遺贈者」と記載してください。
5. 「相続分」欄には、遺言による指定相続分がある場合は、その相続分を、指定相続分がない場合は、法定相続分を記載して下さい。この場合において、１の不確定相続人の相続分並びに不確定相続人があるため相続分が不明である場合には記載を要しないこと。その他の理由で相続分が不明の場合は、その理由を備考欄に記載して下さい。
6. 「代表相続人」は、おおむね次の基準により選定して下さい。なお、それらの者が数人ある場合は、最も便宜を有すると認められる者を指定して下さい。

(ア)　被相続人の死亡時の住（居）所と同一の住（居）所を有する相続人

(イ)　被相続人の事業を継承した、または継承すべき相続人

(ウ)　被相続人と同一の市区町村に住（居）所、事業所、事務所を有する相続人（(ア)に掲げる者を除く。）

(エ)　その他特別の理由により被相続人の村税等の納付（納入）につき便宜を有すると認められる相続人

６　　記載事項や届け出についてくわしくお知りになりたいときは、税務課におたずねください。

＜問い合わせ＞千早赤阪村税務課　　電話0721-72-0083（直通）
